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今年度の主題聖句
主に望みをおく人は新たな力を得
　　　　 鷲のように翼を張って上る。
　　　　　　　　走っても弱ることなく、歩いても疲れない。

（イザヤ書  第40章31節）
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●　礼拝堂は、神に礼拝を捧げるための神聖な場所です。堂内では、私語を慎み、静粛を
保つよう心がけて下さい。

●　飲食物の持ち込みは禁止です。携帯電話の電源は必ず切って下さい。礼拝堂内では脱帽
して下さい。

●　礼拝の中で、「祈祷」の時には、目を閉じ、手を組み、頭を垂れ、祈りにふさわしい
姿勢を取り、祈る人の言葉に集中して下さい。

●　礼拝とは、前奏、讃美歌、聖書朗読、説教、祈り、後奏までを含んだものを言います。
説教が終わったとたんに退席するなど、礼拝途中での出入りは慎んで下さい。　

１０月１０日（土）　９時１５分～９時４５分　開会礼拝
　　　　　　　１1時～１１時３０分　　　ハンドベル・クワイア ミニコンサート
　　　　　　　１７時～１７時４５分　　　青山キリスト教学生会（ＡＣＦ）  チャペル・コンサート
１０月１１日（日）　１３時１０分～１４時　　　オルガニスト養成講座受講生による演奏会
　　　　　　　１５時～１５時３０分　　　青山ゴスペル･クワイア コンサート

第13回相模原祭  ウェスレー・チャペルでのプログラム

各方面で活躍されている著名なクリスチャンの方をお招きして礼拝でお話をしていただく
１週間です。礼拝時間も通常より１０分延長して実施します。是非ご出席ください。

後期チャペル・ウィーク　１０月１９日（月）～２３日（金）

オーストラリア・クリスチャンファミリー・ホームステイ・プログラム  説明会

青山キャンパス　
　１０月８日（木）　１７４０８教室
　１０月１４日（水） １７４１０教室

相模原キャンパス　
　１０月６日（火）   B４０４教室

各回とも １２時４０分～１３時１０分に行われます。

　東京英和学校は1894（明治27）年7月

に青山学院と改称されました。この時代に

功績のあった教授の一人に松島剛がいます。

松島は1855（安政2）年に伊豫西条藩

松平左京太夫の邸内で生まれました。この

生地こそが今日の青山学院の校地（青山

キャンパス）です。松島は慶応義塾に学び、

1886（明治19）年に東京英和学校教授に就任

した時には、すでにハーバート・スペンサー著

『社会平権論』、スウィントン著『万国史要』等の訳出

によって知られていました。学校では倫理学を担当しましたが、

一方、運営面でも活躍し、さらにキリスト教学校の教師たちによる「キリスト教教員

同志会」を創設して教育者相互の研鑽・向上の場としたり、青山学院には英語師範科を

設けて、「英語の青山」の基礎を築きました。その他、優れた地理書・地図を著して

日本の地理学発達史上に不朽の名を残しています。

東京英和学校－青山学院、松島　剛
こうまつしま

青山学院の歩み［18］日　時　１０月１０日（土）　開場１６時　開演１６時３０分
場　所　青山キャンパス　ガウチャー記念礼拝堂

青山学院大学聖歌隊  第34回定期演奏会

聖書を学んでみたい方、キリスト教と他の思想、文学、時事問題等との関わりに興味がある方、
どうぞ気軽にご参加ください。くわしくは、各キャンパスの宗教センターにお尋ねください。

「聖書とキリスト教文化に親しむ会」参加者募集中です！


